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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　In　cropping　type　spririg　sowing　and　greenhouse　cultures　with　seedlings　subj　ected　to　dip－
ping　treatment　3　times　weekly　for　5　minutes　while　raising　the　seedling，　applications　of　O．05
and　O．1％solutions　of‘‘Joraku”，　rare　metal　compounds　to　’Kohlrabi｛Brassica　oleracea　L．
（var．　gong吻des　L．）l　cultivar　Early　Wh1te　Vienna｝1ed　to　satisfactory　results　on　enlarged
growth　of　the　corms．　The　results　obtained　are　summarized　as　follows：
　　1）　In　mulching　culture　with　seedlings　sown　in　June，　the　corm　weight　of　Kohlrabi
dipped　in　O．05％solution　of　the　compounds　increased　58％above　that　of　the　untreated　con－
tro1（Cont）plot．
　　2）　In　greenhouse　culture　with　seedlings　sown　in　February，　the　corm　size　and　weight　of
the　plant　dipPed　in　O．1％solution　increased　19　and　54％above　that　of　Cont　plot，　respectively．
　　3）　In　dipping　treatment　to　the　plant　of‘‘Jorau”while　raising　the　seedling，　the　opti－
mum　density　was　between　O．05　and　O．1％．
1．ま　え　が　き
　筆者は前報1）において，ホウレソソウにたいする希土類元素混合物，「常楽」2）の3施用法につ
いて報告した。その中で，プラグトレイ苗の「常楽」0．1％液への5分間，1週間おき3回の浸
潰処理が，マルチ栽培の場合，とくにその施用効果が顕著であったことを報告した。
　そこで，この育苗期における3回の浸漬処理法が他の野菜においても同様の効果があるか否
かをアブラナ科のコールラビーを用い，マルチ，プラソターおよび温室栽培によって検討した。
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2．実験材料および方法
　実験1）　マルチ栽培（1997年）
　供試品種はアーリーホワイトヴィエソナー（中央園芸）で，プラグトレイ　（ヤンマー製：128
穴）へ野菜培養土（ヤソマー製）を充填し，このトレイに6月26日，28日および30日の3回に
分けて播種し，これをもって3反復とした。
　処理区は「常楽」0％（対照区），0．02％および0，05％区からなり，各濃度の処理溶液へ各播種
期の発芽1日後にコールラビー苗を5分間，約1週間おきに2回の計3回ずつ浸漬処理をした
（6月26日播は6月30日に，6月28日播は7月2日に，6月30日播は7月4日にそれぞれ第1回
目の処理を，また第2および第3回目の処理は3回の各播種期苗ともそれぞれ7月9日および
同16日に行った）。定植は，神奈川県川崎市多摩区東三田，明治大学農学部生田農場の北圃場を
用い，6月26日播および同28日播は7月17日に，また6月30日播は7月20日に，黒マルチ
（14×15cm　5条：みかど化工）を用い，10穴中5株入るように3穴および2穴ずつ交互に定植
した（30株／区）。
　調査は，発芽率をはじめ生育期間中の草丈，葉数，収穫期における収量調査，および葉柄の糖
度およびビタミソC等について行なった。なお，糖度およびビタミンCは，葉柄の場合1こは最
長葉長の3本の基部を約3cmの長さにカットした5～6本を，また球茎の場合には半分に縦断
した部分の中心部約3cm3を切りとり，ニンニク絞り器による搾汁液を，それぞれアタゴ糖度
計PR－1および東亜電波VC－100を用い，測定した。
　収穫は，最も生育のよい6月26日播の0．05％区の7割（21／30株）のコールラビー球径が5
cmを越えた時点（8月20日）で行い，それ以降は播種期の差異同様2日おきに収穫（8月22日
および8月24日）し，調査した。
　実験2）　マルチおよびプランター栽培（1997年）
　供試品種，プラグトレイ，培養土，およびマルチ資材とも実験1）のマルチ栽培に用いたもの
と同様のものを用いた。なお，マルチ栽培は実験1）に使用した隣接地を，またプラソター栽培
は明治大学農学部生田農場の網室を使用した。
　播種期は8月16日，18日および20日の3回に分けて播種し，これをもって3反復とした。処
理区は，実験1）の「常楽」0％（対照区），0．02％および0．05％区に0．1％区を加え計4区とし，
処理は各濃度の処理溶液へ各播種期の発芽1日後のコールラビー苗を，実験1）同様5分間，そ
れぞれ1週間おきに3回ずつ（8月16日播は20日，27日および9月3日に，8月18日播は22日，
29日および9月5日に，また8月20日播は24日，31日および9月7日に）浸漬処理した。
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　定植は，播種期の2日遅れ（8月16日，18日および20日）同様，それぞれ2日遅れの9月3
日，5日および7日にマルチシートおよびプラソターへ行った。
　使用したプランターは21×54×25cm（リッチェル製：深型60）の大きさで，これに培養土
（大田産業製）を7kg充填し，化成555を100　kg／10aの割合で施用し，上層部約10　cmの土壌と
混合後定植した。なお，追肥は行なわなかった。
　調査は，実験1）同様の調査項目について行なったが，調査個体はマルチおよびプランターで
はそれぞれ27（9株×3）および18（6株×3）個体ずつであった。
　収穫は，マルチ栽培では球径が5cmを越えた時点（10月20日～11月7日）で行った。また，
プランター栽培では11月5日から行なったが，5cm以下でも12月20日の時点で調査は打ち切っ
た。
　実験3）温室栽培（tg98年）
　供試品種，プラグトレイ，および培養土とも実験1）に用いたものと同様のものを用いた。使
用した温室は明大生田校舎内の温室で，ベッド内の土壌上部約20cmを棄却し，これに代えて培
養土（大田産業製）を充填（201入り75袋／ベット）し，使用した。
　播種期は2月19日で，実験1）および実験2）同様，発芽1日後から1週間おきに3回浸漬処
理し，3月11日に定植した。使用した温室の2ベットは1×8．5mの大きさで，この両ベットを
それぞれ6等分し，3区制とした。施肥量は化成555を150kg／10　aの割合で3月9日に施用し，
追肥は3月28日に硫安および塩加をそれぞれ20kgおよび10　kg／10　aの割合で施用した。
　処理区は，「常楽」0％（対照区），0，1％，0．15％および0．2％区からなり，実験1）および2）同
様のマルチシートの栽植密度に合わせて定植した。
　栽培は温室で行ったが，生育期間中（2月中旬～4月下句）の最高温度は26．5℃～33．7℃，最
低温度は15．2℃～19．0℃で，灌水は随時行なった。
　調査は，実験1）および実験2）とほぼ同様，生育期間中の草丈，葉数および収穫期における
収量等について行なった。
　収穫は，球径5cm以上のものが2区平均で80％（72／90株）を越えた時点（4月24日）で行
つた。
3．結 果
　1）　マルチ栽培（調査個体数＝30）
　草丈の伸長状況および葉数の増加状況についてはそれぞれ4回および2回調査した。草丈の
4回の調査結果はいずれも0．05％区が最も長く，これにO．02％区が続き，対照区が最も短かく，
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最終結果は各区がそれぞれ32．0，28．7および27．8　cmの長さであった。また，葉数の1回および
2回目の調査結果は各区ともそれぞれ1．9～2．1枚および5．5～6．0枚であった。そして草丈および
葉数の両形質ともダンカンの多重検定による区間有意差（5％水準）はみられなかった（以下，
単に区間有意差云々と略記する）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　第1図は，収穫期における調査結果を示したものである。これによると，全重，球茎重，葉
重および球径においてはいずれも0．05％＞0．02％〉対照区の順，すなわち処理濃度の高いほど好
結果が得られ，球径以外の全重，球茎重および葉重とも対照および0．05％区間には有意差がみら
れた。収量構i成要素として重要な球茎重は0．05％区が対照区より58％重かった。しかし，草丈お
よび葉数の区間差はほとんどみられなかった。なお，図示はしなかったが，葉柄および球茎の糖
度はそれぞれ2．6～2．9および5．8～6．0％，ビタミンCはそれぞれ37．7～38．7および67．2～72．6
mg／100　m1で，糖度およびビタミンCとも球茎の方が葉柄より高かったが，いずれも区間有意
差はみられなかった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査項目
［註］同一アルファベットで示した区間には，5％水準で有意差のないことを示す。
（以下，各図とも同様）。
　　　　　　　　　第1図　収穫期における調査結果
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　2）　マルチおよびプランター栽培（調査個体数＝45）
　マルチ（9個体×3）およびプランター（6個体×3）両栽培個体数（45）を平均した草丈の伸
長状況および葉数の増加状況については，それぞれ4回ずつ調査した。草丈の4回の調査結果
はいずれも0．1％区が最も長く，これに0．02％，0．05％および対照区がほぼ僅少差で続き，最終的
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には以上の各区がそれぞれ25．1，22．4，21．9および21．3cmの長さであった。また，葉数の4回の
調査結果はいずれも0．1％区が最も多く，O．05％区がこれに次ぎ，　O．02％および対照区と続き，
処理濃度の高いほど好結果が得られ，最終結果は各区とも7．8～8．5枚であった。そして，両形質
とも区間有意差はみられなかった。
　A）　マルチ栽培（調査個体数＝27）
　マルチ栽培の球径の肥大状況は，定植33日（10月6日，8日および10日），40日（10月13日，
15日および17日）および70（11月2日）～75日（11月7日）後の3回調査した。1回および2
回目の調査結果では0。1％，0．05％，O．02％および対照区の順，すなわち処理濃度の高いほど好結
果が得られ，また3回目の調査では各区とも56．1～575mm間の径であった。しかし，3回とも
区間有意差はみられなかった。
　第2図は，マルチ栽培の収穫期における調査結果を示したものである。これによると，全重
および葉重は0．1％〉対照＞0．02％＞0．05％区の順に重く，球茎重は対照区が一番軽く，処理濃
度の高いほど重くなる傾向を示したが，いずれも区間有意差はみられなかった。また，葉長，葉
数および球径においては区間差がほとんどみられなかった。なお，図示はしなかったが，葉柄お
よび球茎の糖度はそれぞれ3．8～4．4および6．8～7．6％，ビタミンCはそれぞれ45．2～51．2および
79．8～87．4　mg／100　mlで，糖度およびビタミンCとも球茎の方が葉柄より高かったが，いずれ
も区間有意差はみられなかった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査項目
第2図収穫期における調査結果
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　B）　プランター栽培（調査個体数＝18）
　プランター栽培の球茎の肥大状況は，定植52日後（10月25日）から107日後（12月19日）ま
で9回調査した。その結果は対照区が終始最も肥大状況が悪く，最初3回（定植66日まで）は
処理濃度の高いほど効果的な傾向を示したが，4回目からは0．02％区が最も肥大し，最終的には
僅少差で0．1％区がこれに次ぎ，O．05％区は0．02％区と対照区間の中間値を示した。しかし，9
回とも終始一貫して区間有意差はみられなかった。
　第3図は，プランター栽培の収穫期における調査結果を示したものである。これによると，
全重，球茎重，および球径は0．1％＞0．02％＞0．05％〉対照区の順に，また葉重および葉長は対
照＞0．02％＞O．1％＞0．05％区の順に重かったが，．区間有意差はみられなかった。葉数の区間差
はほとんどみられなかった。図示はしなかったがi葉柄および球茎の糖度はそれぞれ5，3～7．1およ
び11．5～13．3％，ビタミソCはそれぞれ43．6～49．2および83．1～94．9mg／100　mlで，糖度およ
びビタミンCとも球茎の方が葉柄より高かったが，いずれも区間有意差はみられなかった。な
お，同じ播種期の苗を使用したにもかかわらず，全重，球茎重，葉数および葉長ともマルチ栽培
の方が明らかにプラソター栽培に優っていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査項目
第3図　収穫期における調査結果
3）温室栽培（調査個体数＝45）
第4図は，草丈の伸長状況の推移を示したものである。これによると，4回の全調査とも対照
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　　　　第4図　草丈の伸長状況
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　　　　第5図　葉数の増加状況
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区が最も低く，他の処理区間はいずれも僅少差であるが対照区より大きく，対照区と処理区間に
は全4回とも区間有意差がみられた。
　第5図は，葉数の増加状況の推移を示したものである。これによると，草丈同様4回の調査
いずれも対照区が最も少なく，他の処理区間はいずれも僅少差であるが対照区より大きく，4月
10日および同17日を除き，対照区と処理区間には有意差もみられた。
　第6図は，球径の肥大状況を示したものである。これによると，2回の調査いずれも対照区が
最も小さく，1回目は処理の濃度の高いほど好結果が得られたが，2回目は0．1％＞0．15％
＞0．2％区の順となり，1回目とは逆に濃度の高いほど肥大が悪いという結果になった。しかし，
2回の調査とも対照区と処理区間には有意差がみられた。
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第6図　球径の肥大状況
写真1　温室栽培コールラビーの収穫期における各区の
　　　球茎姿（左から右へCont区，0．1，　O．15および
　　　0．2％区，上から下へは各反復区を示す。）
　第7図は，収穫期における調査結果を示したものである（写真1）。これによると，全重およ
び葉重ぱ0．15％区が最も重く，0．1％および02％区がこれに次ぎ，対照区が最も軽かった。球茎
重および球径では処理区はいずれも僅少差であったが対照区よりは明らかに優っていた。以上の
4調査項目ではいずれも対照区と処理区間に有意差がみられた。重要な収量構成要素である球茎
重と球径においては，前者では0．1，0．15および0．2％区が対照区よりそれぞれ54，51および39％
重く，後老ではそれぞれ19，16および14％大きく，両者とも処理濃度が高くなるにつれ効率低下
8
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査項目
第7図　収穫期における調査結果
の傾向がみられた。この球径と球茎重間の回帰方程式Y＝－126＋3．8×（r2＝O．998＊＊註））から，
コーラルビー収穫の目安とされる球径50mm3）時点における球茎重は63，7　gと推定された。葉長
および葉数ではほとんど区間差がみられなかった。図示はしなかったが，葉柄および球茎の糖度
はそれぞれ2，5～2．6および5，1～5，4％，ビタミンCは32．1～34．6および58．3～70．2mg／100　ml
で，糖度およびビタミンCとも球茎値の方が葉柄値よりも高かったが，区間有意差はみられな
かった。なお表示はしなかったが，同一収穫期間内での球径5cm以上のコールラビーの対照区，
0．1％，0．15％および0．2％区の収穫率はそれぞれ44．4，91．1，82．2および75．6％で，0．1％区が最も
高く，対照区と各処理区間にはいずれも有意差がみられた。
4．考
?
　実験1）のマルチ栽培の収量調査では，全重，球茎重，および葉重で，実験3）の温室栽培で
は，生育中の草丈，葉数，および球径で，また収量調査では，全重，球茎重，葉重，および球径
で区間有意差がみられ，施用効果が確認されたが，実験2）のマルチおよびプランター栽培で
は，いずれの調査項目とも区間有意差はみられず，施用効果も確認されなかった。このことは，
前報1）のホウレンソウでも報告したように時期により，あるいはまた栽培期間の長かったことに
よりその効果が減じられたものとも考えられる。すなわち，施用効果がみられた実験1）および
註）＊＊印は有意水準1％を示す。
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実験3）の栽培期間はそれぞれ6～8月の55日および2～4月（温室）の64日に対し，実験2）の
場合はA）マルチおよびB）プランターの栽培期間がそれぞれ8～11月の72日および8～12月の
89日で，実験1）と実験2）のマルチ栽培だけを比較すると，生育温度の低下につれ，後者の方
が前者より17日間も栽培（生育）期間が長く，対照区の生育が処理区のそれに追いついた結果
によるものと思われる。しかしながら，実験3）の収穫率の結果からみると収穫期の早期化にも
効果のあることは明白である。したがって，本処理法はコールラビーの秋播きの作型の育苗には
不向きのようではあるが，春播きと温室栽培の作型に供する育苗には「常楽」の5分間，3回の
浸漬処理は有効な1処理法と考えられる。なお，処理濃度は0，1％を越えると逆効果，すなわち
ストレスを示すようである。
　以上のように，春播きと温室栽培の作型に供するコールラビーの育苗に関する「常楽」の週ご
とに3回，5分間の浸漬処理は，可食部である球茎の肥大生理に好影響をもたらした。これらを
要約すると，以下の通りである。
　1．6月播きのマルチ栽培の球茎重は，0，05％区が対照区より58％重かった。
　2．2月播きの温室栽培では，0．1％区が対照区より球径および球茎重においてそれぞれ19お
よび54％の増加を示した。
　3．育苗時における「常楽」の最適処理濃度は，マルチおよび温室栽培の結果からは0．05～
0．1％間にあった。
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